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研究成果の概要（和文）：本研究では、明治初頭から昭和初期に日本各地に設置されその当初の

目的が芝居（演劇）上演のための劇場を「芝居小屋」と定義し、特に社会的な視点から考察し

た。日本各地に 20 館ほど現存する芝居小屋には、地域資源としてその価値が再評価される動

きなども高まっている。一方、娯楽嗜好の変化などによって閉館した芝居小屋であっても、そ

れらが長い間地域資源として利用され重要な文化的体験の場となっていたことが明らかになっ

た。 

 

研究成果の概要（英文）：The local theaters of "Shibaigoya" were built for the kabuki, and 

established in many Japanese communities in the early stages of the Showa Period from 

the Meiji Period. This is an analysis from the social point of view about these 

theaters.About 20 Shibaigoya's are in Japan at present. And, the movement to reevaluate 

those theaters as the region resources rises.On the other hand, many Shibaigoya's were 

closed by the Showa middle for the reason such as a change in the amusement taste. But, 

Shibaigoya's have been used as the region resources for a long time, and they are the places 

of the important cultural experience according to this research. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)伝統的地域劇場とは 

 本研究で対象とするのは、一般に「芝居小
屋」と呼ばれ、明治から昭和初期にかけて日
本各地に建てられた劇場で、香川県琴平町の
金丸座、福岡県飯塚市の嘉穂劇場などが有名
である。これらの多くは、建物のデザイン、
構造等が当時の建築として貴重な特徴を示
し、文化財的価値を有している。また、現代

的な文化ホールで催されるイベントとは異
なる、例えば地域住民が自ら出演する演劇や、
大衆演劇など、劇場の利用内容に特色がある
（このような点から、現代的な劇場と区別す
るため「伝統的地域劇場」と表す）。最盛期
にはこのような劇場は日本中に存在してい
たと言われている。 

 

(2)社会的アプローチの必要性 
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 これまでの研究では、以上のような特徴を
もつ伝統的地域劇場を、文化財として、ある
いは建築物として、また諸芸能の舞台として
対象化してきた。 

 しかし、現在に至る過程で多くの「芝居小
屋」は姿を消し、現在では 20 館ほどが利用
されているに過ぎないといわれている。現存
する劇場では、様々な課題に取り組みながら
地域のなかで現代的な意味を持ち続けてい
るところも少なくない。 

 このような背景を踏まえ、本研究では特に
伝統的地域劇場のもつ、地域社会内での役割
に着目し、それらがこれからの地域にとって
有用な資源となる可能性について検討する。 

 

 

２．研究の目的 

 以上のような背景をふまえ、本研究は、現
代的な劇場・ホールとは異なる特徴をもつ、
日本各地に現存する「芝居小屋」を伝統的地
域劇場と位置づけ、その価値を特に社会的な
視点から考察するものである。特に劇場があ
る地域の産業的特徴を踏まえ、それが地域社
会にとってどのような価値を有するのかを
明らかにしていく。また、東北地方の事例を
中心に検討し、地域的特性を検討する。この
ような分析から、伝統的地域劇場がもつ地域
資源としての役割を考察する。 

 

 

３．研究の方法 

(1)各種文献、資料の収集分析 
特に以下の課題を明らかにする。 
①「芝居小屋」の概念整理 
②基礎的情報の収集 
これらについては、主として文化社会学、文
化学、文化政策学、地域史等の文献を用いて
収集に努めた。 
 
(2)事例の検討 
資料分析、現地調査により、特に以下の課題
を明らかにする。 
①当該劇場の設立の経緯 
②所在する地域社会の特徴 
③現在の状況 
これらについては、主に秋田県小坂町の「康
楽館」、岩手県盛岡市の「盛岡劇場」等を中
心に資料の収集分析に努めた。 
 
 
４．研究成果 
(1)芝居小屋の概要 
①芝居小屋とはなにか 
 明治初頭から昭和初期に日本各地に設置
され、その当初の目的が芝居（演劇）上演の
ための劇場を「芝居小屋」と定義することが
できる。日本各地に 20 館ほど現存すると考

えられ、やや西日本に多いが東北地方から九
州まで広く日本各地にあることがわかる（図
１）。 

図１ 全国に残る主な芝居小屋 
（出典 『康楽館公式ガイドブック』（2010）） 
 
 このような芝居小屋は最盛期（明治後半か
ら大正期といわれる）には全国に数千あった
とも指摘されている。当時中央(東京）で出
版されていた代表的な歌舞伎雑誌『歌舞伎』
（第 152 号）に掲載された記事「各地の春芝
居」によると、大正２年正月に公演があった
北海道から九州まで（中国大陸含む）の 40
都市 82 カ所の劇場（芝居小屋）名が一覧さ
れ、当時全国で多様な演目が上演され多くの
人々が、歌舞伎や新派劇、浪花節などを楽し
んでいたことがわかる。これらの芝居小屋の
ほとんどがその後数十年の間に、社会の変化、
人々の変化のなかで消えていったことにな
る。 
②近代日本の劇場の類型 
 近代以降の劇場を類型化した徳永による
と、1)江戸時代の大劇場の系譜を引き継いだ
明治時代の劇場、2)農村舞台が地域の劇場に
転換したケース、3)商業資本による劇場、4)
本来歌舞音曲を目的にしない公の集会施設、
5)地域の住民が自ら構想し出資し経営した
芝居小屋、の５つに大別されるが、本研究は
5)の特徴をもつ劇場を取り上げることにな
り、さまざまな経緯で作られる劇場のうちも
っとも地域とのつながりが強いことがわか
る。 
③芝居小屋衰退の背景 
 消えていった多くの芝居小屋の衰退の背
景としては、当初の主要なコンテンツであっ
た歌舞伎の衰退、西洋式劇場・西洋芸術（写
実的演劇など）の浸透、第二次世界大戦の影
響、戦後の娯楽嗜好の変化（テレビの普及）



などが指摘できる。 
④芝居小屋の現状 
 現存する芝居小屋には、国の重要文化財の
５館も含まれ（康楽館、旧広瀬座、呉服座、
八千代座、金丸座）（表１）、また全国の芝居
小屋が連携しその資源としての価値を再評
価する動きなども高まっている。 
 
表１ 国重要文化財指定の芝居小屋 

 
 
(2)現存する芝居小屋 
 本研究では、東北地方で唯一劇場として利
用されつづけている芝居小屋を検討した。 
 鉱山の厚生施設として設置された秋田県
小坂町の康楽館（明治 43 年落成）は、概観
は洋風（アメリカンゴシック様式）だが、内
部には枡席（棧敷席）、花道や廻り舞台など
典型的な歌舞伎上演のための機構をもつ芝
居小屋である。鉱山の衰退とともに廃れ、一
時期はほとんど使用されない状況であった
ものの、住民の保存運動によって修復オープ
ンした昭和 61 年以降は、常設公演などを積
極的に行い、重要な観光資源として利用され
ている（表２，図２）。 
 
表２ 康楽館のあゆみ 

 
 
 
 

 

図２ 康楽館（2012 年 10 月撮影） 
  
(3)閉館になった芝居小屋 
 明治初頭にはすでに芝居小屋があったこ
とが記録に残る岩手県盛岡市においても、大
正初期には３つの芝居小屋（内丸座、藤澤座、
盛岡劇場）が競い合うように存在していたこ
とが資料から判明した。明治 30 年代は先行
する２つの芝居小屋がそれぞれの特徴を生
かして多くの客を集めた。さらに、当時最新
の機構を揃えた盛岡劇場が大正２年に開場
すると、盛岡という都市全体にその影響は広
がっていった様子が、地元紙等に記録されて
いる。 
 先行した２座は映画館に転向後に廃館し、
盛岡劇場も 15 年にわたる廃屋状態の期間を
経て取り壊され（現代的な公共文化施設とし
て再建されているものの）、現在の盛岡は芝
居小屋が存在しない状況となっている。 
 
表３ 盛岡における芝居小屋の盛衰 

 
 

年（ 西暦） 賑富座／内丸座 藤澤座 盛岡劇場 盛岡市の出来事 市内劇場等の動向

1 2 （ 1 8 7 9 ） 賑富座開場

17（ 1 8 8 4 ） 河南地区大火 →焼失

2 2 （ 1 8 8 9 ） 市制施行

2 3 （ 1 8 9 0 ） 盛岡駅開業

2 8 （ 1 8 9 5 ） 開場

年代不詳 内丸座に？

35（ 1 9 0 2 ） 原敬演説会開催 盛岡高等農林学校開

3 8 （ 1 9 0 5 ） 市内に初めて電灯

4 1 不二麿来盛

4 2 （ 1 9 0 9 ）

4 4

大 1

正 2（ 1 9 1 3 ） 開場

3（ 1 9 1 4 ） 左団次興行

4（ 1 9 1 5 ） 市内初の映画専門

5 （ 1 9 1 6 ） 映画専門館に 館・ 紀念館開場

6 （ 1 9 1 7 ） 映画専門館に

8（ 1 9 1 9 ） 映画上映行う

2（ 1 9 2 7 ） 岩手県公会堂開場

5 （ 1 6 3 0 ） 火災により焼失、 再建

9（ 1 9 3 4 ） 休館

12（ 1 9 3 7 ） 「 衆楽座」 と して再建

16（ 1 9 4 1 ） 「 国民劇場」 となる

戦争末期には倉庫に

20年代後半 利用率低下

32（ 1 9 5 7 ） 改装オープン

35（ 1 9 6 0 ） 岩手県公会堂改修

4 0 （ 1 9 6 0 ） 岩手教育会館開場

4 2 （ 1 9 6 7 ）「 SY内丸」 となる

43（ 1 9 6 8 ） 倉庫に

44 （ 1 9 6 9 ） 使用されなく なる

48（ 1 9 7 3 ） 閉館 岩手県民会館開場

5 8 （ 1 9 8 3 ） 取り壊し

2（ 1 9 9 0 ） 再建

8（ 1 9 9 6 ） 閉館

9（ 1 9 9 7 ） 盛岡市民文化ホール

注　 内丸座（ 賑富座） 、 藤澤座のその後の名称変更は主なものだけを記載している。
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 これらの変遷をたどると、近代以降の地域
社会において芝居小屋が多くの地域住民と
関わりながら発展し、また人々の嗜好の変化、
都市の発展や経済状況の変化のなかで衰退
していったことが指摘できる。 
 
(4)地域資源としての芝居小屋 
 さらに、最盛期（明治後半から大正期）に
おける盛岡の状況について、中央（東京）で
発行された演劇雑誌の記事をてがかりに分
析すると、芝居小屋が情報の発信源となって
新しい観客を引き寄せ重要な文化的体験の
場となっていたことが明らかになった。 
 当時の演劇雑誌『演芸画報』（大正４年２
月号）に、東北地方へ巡業した木村錦花（前
年 11 月に盛岡劇場公演を行った二世市川左
團次一座の興行主任）のエッセイが掲載され
ている。 
 
「昔から盛岡は質素の土地で、普通の人の家
では婦人子供の外出を禁じ、芝居見物は最も
厳重かつた想です。随って此處へは名優が来
なかったので、仙臺まで来て後へ引返すか、
夫共此処を抜いて、仙臺から直ぐ青森へ行く
と云うのが順序でした。何でも掛小屋の時代
に尾上多賀之丞が来たのと、先代の寿美蔵さ
んが見えた位のもので、誰も余り好んで行か
なかったのです。此盛岡劇場が出来てから中
流以上の人が女子供を見物に寄越す、堅い商
家の旦那連も肩を入れると云う騒ぎで、今で
は東京の俳優が行けば屹度と当たると極ま
って居升。歌右衛門さんも幸四郎さんも貞奴
さんも好結果で有った相で、此方の一座も二
日目から満員を掲げると云う景気でした。是
からは毎年一回づゝ東京から名優を招ぶの
だと、川村君は力味で居られました。」 
 
 一部の人たちの楽しみだった芝居が、劇場
の開場によって多くの人の好むものとなり、
「騒ぎ」となっている興奮をここから読み取
ることができる。 
 
 

図３ 盛岡劇場（大正２年開場） 
（出典『図説盛岡四百年 下巻 II』（1992）） 

 
図４ 現在の盛岡劇場（2011 年 10 月撮影） 
 
 平成２年に同じ場所に再建された盛岡劇
場は盛岡市の市制百周年記念事業のひとつ
として再建された。その際には初代の盛岡劇
場に関わった多くの人々が再建を支援した。
人々の嗜好の変化、都市の発展や経済状況の
変化のなかで衰退していった芝居小屋だが、
明治から昭和にいたる時期に芝居小屋に集
った多くの人々がつくった基盤が、その後の
盛岡における文化活動となっていったこと
が指摘できる。 
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